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1．はじめに 

 高分子素材、特に樹脂中に含まれる添加剤の分離抽出手段として古くからソックスレー抽出法、再沈殿法が用 

いられ、最近では高速溶媒抽出法や多段指熱分解法、ヘッドスペース法とガスクロマトグラフ／マススペクトロ 

メーター（GCMS）を結合した熱脱着法1）などが多用されている．前者は処理に手間と時間を必要とする、後 

者は試料前処理の省力化はできるが、分析機器を傷める可能性などの欠点がある．筆者らは強磁性金属体を高周 

波加熱炉に入れると瞬時に所定の温度（キュリー点温度）か得られる2).3)事に着目し、種々 の添加剤や残存原 

料の熱抽出に用いたところ、この手法ま高価な機器を傷める心配もなく、有効な方法であることを確認した｡そ 

こで安価なポータブルタイプの高周波加熱装置を開発すると共に簡便な添加剤の熱抽出法を考案した． 

 本法はガラスチューブに試料を充填密封し、試料の充填部分に外側から強磁性金属体を巻き付けた後、高周波 

加熱を行い、試料の非充填部分に瀕縮した揮発成分を溶媒に溶かし分析試料を得る方法である．本法を用いて樹脂 

中の添加剤を熱抽出し、得られた溶液をGC/MS分析したところ容易に添加剤の同定ができた． 

 ここでは最近開発したアルコール添加熱抽出法を用いた樹脂中のヒンダードフエノール型酸化防止剤の定性分 

析、樹脂中の脂肪酸金属塩と胞肪酸の判別、芳香族ポリエステル樹脂の基本構成成分の定性油脂を構成するト 

リグリセライドの脂肪酸組成比率の簡易分析などの分析例を中心に紹介する． 

2．各種分析例 

 2・1熱抽出4）～8） 

 方法：5φ×70mmのガラス試料管に細かく切った試料(10～100mg)を充填し封管する(必要に応じてガ 

ス置換する）．試料の充填部分をその外部より強磁性金属体で包み一定時間加熱する．加熱後、ガラス試料管 

 を取出し、氷水に潰して揮発成分を凝縮させる。ガラス試料管をカットし、試料の非充填部分に溶媒あるいは 

内部標準溶液を加え、これを試料溶液とする．この一定量をGC又はGC/MSにて測定する｡．図1に固体試料 

の充填方法および試料溶汲の調整方法を示す． 

 

 

 

 

 

 

 

 

2・1・1木材の熱抽出 

 フィンランド産外壁用ログハウス部材(丸太；材質不明)の表面塗装部分を厚き6mm程度削った後の表 

 面から、試料採取した｡拭料45mg を280℃／10分（空気中）熱抽出し、揮発分にアセトンを加えて試料溶 

液を得た．これをGCMS分析（図2上段）した．次に試料溶液を別なガラスチューブに移して減圧乾燥後 

アセトニトリルとTMS化剤（BSTFA）を加え、封管した．これを160℃／3分加熱してTMS化を行った 

 



後,GC/MS分析 (図2下段) した｡ 

 

 

 

 

 



 

 

 

 



 

 

 

 

 



 

 

 

 



 

 

 

 

 



 

 

 

 

 



 

 

 

 

 



 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 


